
M/T Heroic Idun号事件で画期的な判決

国際海洋法裁判所（ITLOS）特別裁判部は2026年5月27日、マーシャル諸島共和国と赤道ギニア共和国との間
で争われていたM/T Heroic Idun号事件において、画期的な判決を下しました。

公開日 28 May 2026

本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払っていますが、Gard は本情

報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。本記事の内容は専門的助言を構成するものではなく、当

該情報への依拠は全て利用者の責任において行われるものとします。Gard ASならびにその関連会社（ガードジャパン株式会社を含む）、代理人および従業員

は、提供された情報への依拠により生じるいかなる種類の損失、費用または損害についても、それがGard AS、その株主、コレスポンデントまたはその他の寄

稿者のいずれを情報源とするかを問わず、一切の責任を負わないものとします。

また、本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文から和文に翻

訳されております。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、すべての点において原文である英文の完

全な翻訳であることを証するものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原文との内容の不一致については、一切責任を負いません。翻

訳文についてご不明な点などありましたらガードジャパン株式会社までご連絡ください。



本事件は、2022年にマーシャル諸島共和国籍の超大型原油タンカーM/T Heroic Idun号が拿
捕され、その後、船舶の拘留と乗組員の拘束が行われたもので、判決ではマーシャル諸島共
和国側の主張が全面的に認められました。本船は2022年8月12日、サントメプリンシペ共和
国の排他的経済水域（EEZ）内で赤道ギニア共和国の海軍によって拿捕。同年11月11日まで
赤道ギニア共和国で拘留されたのĀ、āĂされ、ăイジĄリア当ąにĆćĈされました。

ĉĊ的にċČされるまで、乗組員が拘束された期間はčか月Ď上（288日）に上ります。

事件当時、本船はGardのďĐI保đ、ĒēĐē保đ、HĐM保đにĔĕしていたため、Gardは、
ITLOSへのĖėに対するĘę面などのサポートを行ってćました。

国際法違反

特別裁判部による判決では、本事件におĚる船舶の拿捕ě拘留は、Ĝ行のĝĞğĠ国の排他
的ġĢģなど国際海洋法Ĥĥ（ĦħĨLOS）にĩĪく国際法のĩ本原īへのĬĭであること
が、全員一致でĮįされました。また、赤道ギニア共和国による拿捕、およびその後のあら
İるı行Ĳĳは国際法にĭしており、ĴconĵinuinĶ ķronĶĸuĹ inĵernaĵionaĹ acĵ（ĺĻ的な
不法国際行ļ）Ľであったと判ľされました。

赤道ギニア共和国側は、Ĵĝ国の対Ŀは海ŀのŁłに関するĦħĨLOSの特ŃにĩĪく正当な
行ļであるĽと主張していました。しかし、判決ではこの主張を明確にń下。海ŀ行ļは公
海のĝĞのŃŅではあるものの、そのņ用Ňňはŉく、ŊŋにŌめるべćものであるとōŎ
した上で、証拠をŏるかŐりĴM/T Heroic Idun号が海ŀ行ļに関őしていたŒいがあると
する主張をœŔĚるものは一切ないĽと判ľしました。

乗組員への賠償金



裁判所はマーシャル諸島共和国に対し、1ŕŖ00ŗドル超に利ŘをĔřた裁ŌŚを認めまし
た。これには、本船の乗組員の不当な拘束およびśŜに対するŝŞĘなどが含まれており、
şŠのšŢしているţりでは、ITLOSによる裁ŌŚとしてはこれまででĉもŤいŚです。赤
道ギニア共和国からのĮ払い後、ここからかなりのŚが乗組員のŝŞĘにťてられるŦŌで
す。

GardのĨŧieĸ ĨĹaiŨũ OŪcerであるĨŧriũĵen GuddaĹはĴūŬの判決は、Ĝ行のĝĞへの不当
なŭŮğĦħĨLOSにĭする船員拘束は容認されず、法にīったůĻćを行řŰそのĬ法性が
ćĀんと判ľされる、といűことを明確にŲすものですĽとųべています。

さらに、Ĵ船員のŴŵがŶかされ、ģ利のŷ害が生じたŸŹ、Gardはū後もĔĕ船主とその
船員のźさまをサポートしてまいりますĽともųべています。

関連ŻżŽ

HEžOIĨ IēĦħ号拘留に関するGardのſ明 ƀ ĨoŨƁany ħeķũ Ƃ Gard  （英ƃのみ）

Heroic Idun号Ž乗組員ě船舶ともにċČ ƀ ĨoŨƁany ħeķũ Ƃ Gard  （英ƃのみ）
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